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AI脅威論とプライベートクレジット市場への波及
警戒感をもって進展を注視

1/1

2026年2月25日

米ブルー・アウル・キャピタルが一部ファンドの解約停止を発表
1月に人工知能（AI）大手の米アンソロピックが最新のAIモデル「クロード」を発表したことをきっか

けに、足元ではAIが従来の仕事に取って代わるのではないかという「AI脅威論」が台頭しています。AIが
プログラムコードを書くことによる「ソフトウェア不要説」に始まり、その懸念は金融などの旧来型産業
にも広がっています。一方で、AIに代替されにくいと考えられるREITや新興国株は大幅高となっています。

そうした中、2月18日にオルタナティブ資産運用会社の米ブルー・アウル・キャピタルが一部ファンド
の解約停止を発表したことで、市場には激震が走りました。プライベートクレジット市場は非公開性が高
く実態を把握しにくいものの、主な融資先は「高成⾧が期待される新興企業」であり、その多くがAI（ソ
フトウェア）関連企業であるとの見方があります。先んじて1月には、米ブラックロックがプライベート
クレジットファンドの一つで純資産価値を19％引き下げると発表しており、懸念はプライベートクレジッ
ト市場全体に広がっています。もっとも、投資家が解約に殺到すれば、融資を受けている企業にとっては
事実上の「貸しはがし」となり、その結果、自己実現的に破綻へと追い込まれる可能性があります。その
意味では、ブルー・アウルが解約を停止し、秩序だった形で投資家に資金を返済しようとする対応は、一
定の評価に値します。しかしながら、前述のとおり、プライベートクレジット市場は外部から実態を把握
しにくいという特性を持つため、引き続き警戒感をもって注視していく必要があります。

（出所）ブルームバーグ

S&P500と同ソフトウェアセクター
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年初来の株式市場のパフォーマンス
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※情報技術と資本財は米S&P500種、半導体株指数はフィラデルフィア
半導体株指数、新興国株指数はMSCI新興国株指数（米ドルベース）

※2026年2月24日まで

（2025年初=100）

※直近値は2026年2月24日
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